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・
民
営
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反
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０
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！
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労
働
委
員
会
宛
署
名

４
６
３
３
筆
（
８
月
15
日
現
在
）

　
昨
年
の
11
月
集
会
は
、一
部
を「
労

働
者
総
決
起
集
会
」、
二
部
を
「
改

憲
阻
止
！
１
万
人
大
行
進
｝
と
し
て

呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
発
端
と

な
っ
て
議
論
が
始
ま
り
、今
年
３
月
、

改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
運
動
が

発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
秋
に
向

け
て
、
改
憲
・
戦
争
を
止
め
る
た
め

に
、
階
級
的
労
働
運
動
を
甦
ら
せ
る

た
め
に
こ
の
運
動
を
本
格
的
に
発
展

さ
せ
た
い
。

　
昨
年
５
月
３
日
、
安
倍
政
権
が

「
２
０
２
０
年
新
憲
法
施
行
」
の
政

治
日
程
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
戦
後

73
年
の
中
で
、
改
憲
を
め
ぐ
る
具
体

的
な
政
治
日
程
は
初
め
て
で
す
。
こ

の
攻
撃
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
え
な

い
運
動
は
絶
対
に
成
立
し
な
い
と
真

剣
に
考
え
ま
し
た
。
労
働
組
合
を
始

め
す
べ
て
の
運
動
体
が
、
課
題
の
土

台
に
改
憲
・
戦
争
阻
止
を
据
え
な
け

れ
ば
闘
い
が
成
立
し
な
い
。

　
一
つ
の
目
標
を
こ
の
秋
に
据
え
て

運
動
の
組
織
化
を
訴
え
た
。
９
月
に

自
民
党
総
裁
選
挙
が
あ
り
、
臨
時
国

会
が
始
ま
り
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
大
会

か
ら
連
合
が
「
憲
法
改
正
推
進
」
に

雪
崩
打
っ
て
い
く
情
勢
が
あ
る
。

　
時
代
と
深
く
結
び
つ
き
基
礎
か
ら

運
動
を
組
織
し
よ
う
。
様
々
な
運
動

体
や
労
働
組
合
、
地
域
の
中
で
自
由

闊
達
な
議
論
を
徹
底
的
に
つ
く
り
出

そ
う
。
殻
を
破
っ
て
、
原
則
性
と
大

衆
性
を
兼
ね
備
え
た
闘
い
を
組
織
し

よ
う
と
訴
え
た
い
。

　
昨
年
11
月
の
解
散
・
総
選
挙
で
民

主
党
が
一
夜
に
し
て
瓦
解
し
、
野
党

共
闘
が
す
べ
て
と
言
う
運
動
は
展
望

を
失
っ
た
。

　
こ
の
現
実
を
見
て
、
ど
ん
な
に
小

さ
く
と
も
、
自
ら
の
力
で
一
か
ら
運

動
を
作
り
直
す
立
場
に
立
つ
し
か
な

い
と
決
意
し
た
の
で
す
。
各
地
で
、

職
場
で
、
本
当
に
真
剣
な
議
論
を
し

た
こ
と
が
新
た
な
運
動
の
基
礎
を
形

成
し
た
。

　
戦
後
最
大
の
労
働
運
動
解
体
攻
撃

と
し
て
貫
徹
さ
れ
た
32
年
前
の
国
鉄

分
割
・
民
営
化
を
は
ね
返
す
こ
と
が

で
き
て
い
れ
ば
、
日
本
の
労
働
運
動

が
こ
れ
ほ
ど
惨
憺
た
る
現
状
で
は
な

か
っ
た
。
労
働
運
動
の
再
生
を
め
ざ

す
闘
い
と
し
て
改
憲
阻
止
闘
争
の
先

頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
が
常
に
あ
る
。

　
こ
の
点
で
、
私
た
ち
の
改
憲
阻
止

闘
争
が
ど
う
す
れ
ば
戦
争
政
策
や
新

自
由
主
義
攻
撃
へ
の
怒
り
の
声
と
結

び
つ
く
獲
得
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
真
剣
に
考
え
、
教
育
労
働

者
、
自
治
体
・
公
務
員
労
働
者
の
決

起
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
改
憲
攻
撃
の
核
心
は
、
日
教
組
、

自
治
労
の
最
後
的
解
体
攻
撃
と
し
て

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
労
働

者
、
公
務
員
労
働
者
が
戦
後
担
っ
て

き
た
闘
い
や
社
会
的
使
命
を
考
え
た

と
き
、
彼
ら
が
声
を
あ
げ
た
時
、
す

べ
て
を
獲
得
す
る
力
を
持
つ
。

　
そ
う
し
た
闘
い
が
始
ま
れ
ば
、
す

べ
て
の
戦
線
で
展
望
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
。

　
７
月
１
日
の
国
鉄
闘
争
全
国
集
会

で
も
、
国
鉄
労
働
者
と
並
ん
で
、
教

育
労
働
者
と
自
治
体
労
働
者
が
発
言

し
、
決
意
を
語
っ
た
。
改
憲
・
戦
争

反
対
の
闘
い
は
、
新
自
由
主
義
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
地
域
や
人
間
、

福
祉
、
社
会
保
障
、
教
育
に
対
す
る

怒
り
の
声
と
結
び
つ
く
手
立
て
を
つ

か
ん
だ
と
き
に
本
物
に
な
る
。

　

歴
史
の
分
岐
点

　
９
月
が
歴
史
の
一
つ
の
分
岐
点
に

な
る
。
通
常
国
会
で
は
国
民
投
票
法

改
正
案
は
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
改

憲
に
突
き
進
む
の
は
支
配
階
級
に

と
っ
て
も
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
一
気
呵
成
に
や
る
し
か

な
い
問
題
で
も
あ
る
。
安
倍
は
総
裁

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
―
団

交
拒
否
不
当
労
働
行
為
事
件
第
１
回

調
査
が
７
月
31
日
、
千
葉
県
労
働
委

員
会
で
行
わ
れ
た
。
被
解
雇
者
当
該

を
先
頭
に
、
動
労
千
葉
―
動
労
総
連

合
の
組
合
員
、
支
援
が
結
集
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
第
１
回
調
査
に
弁

護
士
も
出
席
せ
ず
、
完
全
に
ボ
イ

コ
ッ
ト
し
た
。Ｊ
Ｒ
の
主
張
は
、〝「
使

用
者
」
で
は
な
い
か
ら
不
当
労
働
行

為
の
責
任
は
な
い
。
不
当
労
働
行
為

救
済
申
立
て
は
１
年
以
内
。
30
年
以

上
前
の
問
題
だ
か
ら
申
立
て
を
却
下

し
ろ
〟
と
い
う
も
の
。
そ
れ
を
理
由

に
労
働
委
員
会
を
欠
席
し
、
国
家
的

不
当
労
働
行
為
の
真
実
か
ら
逃
げ

回
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
当
初
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
は
本

州
の
採
用
希
望
者
全
員
が
記
載
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
87
年
２
月
、
名
簿

提
出
の
直
前
に
な
っ
て
葛
西
敬
之
と

井
手
正
敬
が
斎
藤
英
四
郎
Ｊ
Ｒ
設
立

委
員
会
委
員
長
に
会
い
、
斎
藤
委
員

長
が
不
採
用
基
準
の
策
定
を
指
示
し

た
。
そ
の
基
準
に
基
づ
き
葛
西
の
指

示
で
名
簿
か
ら
の
排
除
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
名
簿
不
記
載
基
準
は
87
年

2
月
12
日
の
第
３
回
設
立
委
員
会
で

正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

　「
使
用
者
で
は
な
い
」
と
い
う
会

社
主
張
の
根
拠
で
あ
る
最
高
裁
判
決

は
「
設
立
委
員
会
が
不
当
労
働
行
為

を
行
っ
て
い
な
い
」
こ
と
が
前
提
に

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
設
立
委

員
会
が
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
不
採

用
基
準
を
直
接
に
指
示
・
決
定
し
て

い
る
」
こ
と
を
Ｊ
Ｒ
が
認
め
た
瞬
間

に
不
当
労
働
行
為
の
責
任
を
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

　
動
労
千
葉
―
動
労
総
連
合
側
か
ら

は
、
会
社
側
に
労
働
委
員
会
へ
の
出

席
と
組
合
主
張
の
事
実
を
認
め
る
か

否
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、
労

働
委
員
会
と
し
て
指
示
す
る
よ
う
強

千
葉
県
労
働
委
員
会
で
第
１
回
調
査

早
期
打
切
り
粉
砕
！
署
名
を
全
力
で

１０４７名
 解雇撤回 11

月
集
会
の
本
格
的
組
織
化
へ
！

田
中
康
宏
（
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合
委
員
長
）

　
７
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
」
と

「
11
月
労
働
者
集
会
」
の
共
同
実
行
委
員
会
で
の
動
労
千
葉
の
田

中
康
宏
委
員
長
の
発
言
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
（
事
務
局
）。

改憲案国会提出―改憲発議を許すな！

９～１０月を闘い抜き
１１月労働者集会へ

（
裏
面
に
続
く
）　

を
行
っ
て
い
る
。
会
社
は
そ
れ
を
拒

否
し
続
け
て
い
る
の
だ
。そ
れ
を「
除

斥
期
間
」
と
い
っ
て
打
ち
切
る
な
ど

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
労
働
委
員
会
へ
の
欠
席
を
容
認

し
、
最
初
か
ら
最
高
裁
に
は
逆
ら
え

な
い
と
い
う
態
度
は
、
労
働
者
救
済

機
関
と
し
て
の
労
働
委
員
会
の
自
殺

行
為
で
あ
る
。「
解
雇
撤
回
・
団
交

開
催
」
労
働
委
員
会
署
名
を
全
力
で

集
め
よ
う
。
傍
聴
に
全
力
結
集
を
！

◎
次
回
労
働
委
員
会
は
９
月
10
日

（
月
）
10
時
〜
（
９
時
30
分
に
千
葉

県
庁
南
庁
舎
前
に
集
合
）

く
求
め
た
。
し
か
し
労
働
委
員
会
は

「
Ｊ
Ｒ
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
か
ら
す

る
と
、
反
論
も
出
席
も
し
な
い
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
組
合
側
は
ど
う
進

め
る
方
針
か
？
」
と
い
う
消
極
的
な

も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
組
合
側

は
１
年
以
内
の
除
斥
期
間
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
」「
労
働
委
員
会
と

し
て
最
高
裁
に
反
す
る
命
令
は
出
せ

な
い
」
と
早
く
も
打
ち
切
り
に
向
け

て
動
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
解
雇
撤
回
も
団
体
交
渉

開
催
も
何
度
も
要
求
し
続
け
て
お

り
、
18
年
３
月
28
日
に
も
申
し
入
れ

乗務員勤務制度改悪阻止！
外注化粉砕！65歳まで働ける労働条件確立をめざす
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７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
と
そ
れ

に
続
く
酷
暑
の
な
か
人
び
と
の
生
き

る
た
め
の
闘
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
４
年
前
に
も
豪
雨
災
害

に
遭
遇
し
、
広
島
で
新
自
由
主
義
と

闘
う
地
域
の
労
働
組
合
と
し
て
心
底

か
ら
衝
撃
と
怒
り
を
持
っ
て
き
ま
し

た
。
被
爆
73
周
年
の
本
年
の
８
・
６

ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
は
、
新
自
由
主
義

が
も
た
ら
す
災
厄
の
労
働
者
へ
の
犠

牲
転
嫁
、
核
戦
争
・
改
憲
攻
撃
に
立

ち
向
か
い
、
こ
れ
を
打
ち
破
る
展
望

を
示
し
た
闘
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
は
の
べ

１
５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
西
日

本
豪
雨
で
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た

岡
山
県
倉
敷
市
（
真
備
町
）
か
ら
も
、

自
ら
も
被
災
し
た
自
治
体
労
働
者
が

労
働
組
合
と
し
て
の
闘
い
を
報
告

し
、
多
く
の
被
災
者
を
激
励
し
勇
気

づ
け
ま
し
た
。
８
月
５
日
に
は
、
国

際
反
戦
反
核
集
会
を
開
催
し
、
日
米

韓
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
連
帯
と
ゼ

ネ
ス
ト
に
よ
る
闘
い
の
展
望
を
示
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

廃
線
攻
撃
を
加
速

　
近
年
、
各
地
で
頻
繁
に
震
災
や
水

害
が
連
続
し
て
い
ま
す
。「
異
常
気

象
に
よ
る
自
然
災
害
、
地
球
環
境
の

激
変
で
人
知
が
及
ば
な
い
自
然
の
力

で
仕
方
な
い
」
と
の
意
図
的
な
見
解

も
あ
り
ま
す
が
断
じ
て
違
い
ま
す
。

　
新
自
由
主
義
の
政
策
が
引
き
起
こ

し 

た
災
害
で
あ
り
人
災
で
す
。
国

家
犯
罪
そ
の
も
の
で
す
。
安
倍
政
権

や
Ｊ
Ｒ
資
本
は
、
災
害
や
戦
争
（
危

機
）
で
労
働
者
階
級
に
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
こ
と
で
支
配
体
制
の
再
構
築

を
画
策
し
て
い
ま
す
。
災
害
の
責
任

を
居
直
り
、
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
ば

か
り
に
積
極
的
に
利
用
し
て
生
き
残

り
を
策
し
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権

の
「
選
択
と
集
中
」
や
Ｊ
Ｒ
の
第
３

の
分
割
・
民
営
化
攻
撃
は
日
本
版

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
で
す
。

し
、
多
く
の
人
び
と
が
理
不
尽
な
災

害
が
新
自
由
主
義
の
安
倍
政
権
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
直
感

し
て
い
ま
す
。

国
鉄
闘
争
で
す
。「
選
択
と
集
中
」「
働

き
方
改
革
」
の
先
頭
に
立
つ
Ｊ
Ｒ
資

本
に
対
し
て
、
全
国
の
動
労
総
連
合

が
団
結
し
て
職
場
と
地
域
で
闘
う
こ

と
が
、
改
憲
と
戦
争
の
安
倍
政
治
を

打
ち
砕
く
力
と
な
る
は
ず
で
す
。

　
広
島
で
は
７
月
31
日
、
五
日
市
駅

（
Ｊ
Ｒ
山
陽
線
）
で
、動
労 

西
日
本
・

大
江
照
己
委
員
長
の
新
た
な
闘
い
を

宣
言
し
ま
し
た
。
定
年
退
職
か
ら
賃

金
を
半
分
に
す
る
シ
ニ
ア
再
雇
用
攻

撃
に
立
ち
向
か
う
大
江
委
員
長
の
激

励
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
江
委
員
長
は
、
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ

を
貫
く
闘
い
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

安
倍
政
権
打
倒
を
訴
え
ま
し
た
。
豪

雨
被
災
を
口
実
に
し
た
地
方
ロ
ー
カ

ル
線
切
り
捨
て
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
来
島
社
長
の
記
者
会
見
を
弾
劾

し
ま
し
た
。
大
江
委
員
長
が
通
勤
に

使
っ
て
い
る
芸
備
線
も
収
益
率
の
低

い
郊
外
部
分
の
廃
線
が
狙
わ
れ
お

り
、
労
働
者
・
学
生
、
住
民
の
先
頭

で
廃
線
絶
対
反
対
で
闘
う
決
意
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
江
委
員
長
の
ア
ピ
ー
ル
に

は
バ
ス
を
待
つ
利
用
者
か
ら
も
熱
烈

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
五
日
市
駅
で
の
粘
り
強
い
門
前

闘
争
、
順
法
闘
争
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を

軸
に
し
た
無
賃
労
働
撤
廃
の
職
場
闘

争
が
切
り
開
い
た
地
平
で
す
。

今
秋
ス
ト
で
闘
う

　 

動
労
西
日
本
は
７
月
末
の
執
行

委
員
会
で
、
芸
備
線
の
廃
線
絶
対
反

対
と
五
日
市
駅
の
無
賃
労
働
撤
廃
を

掲
げ
今
秋
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
う
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。
動
労
西
日
本

や
教
育
労
働
者
の
闘
い
を
先
頭
に
広

島
で
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
運

動
を
発
展
さ
せ
ま
す
。

（
投
稿
／
広
島
・
労
働
千
葉
を
支
援

す
る
会
） 

か
ら
の
こ
と
で
す
。

　
災
害
を
口
実
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、

三
江
線
廃
線
に
続
い
て
、
赤
字
ロ
ー

カ
ル
線
を
一
気
に
廃
線
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
に
対
し「
祈
り
」

「
鎮
魂
」
が
強
調
さ
れ
、
広
島
で
も

連
日
、
自
衛
隊
・
警
察
の
活
動
が
美

談
と
し
て
報
道
さ
れ
る
一
方
で
８
・

６
報
道
は
霞
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か

し
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
運
動

の
飛
躍
が
問
わ
れ
て
い
る
と
強
く
感

じ
ま
す
。
今
こ
そ
、こ
の
資
本
主
義
・

新
自
由
主
義
に
対
す
る
怒
り
を
一
つ

に
束
ね
、
労
働
組
合
運
動
の
前
進
と

改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
運
動
を

つ
く
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
闘
い
の
最
先
頭
に
立
つ
の
は

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
来
島

社
長
は
７
月
18
日
の
会

見
で
、
中
国
山
地
を
走

る
芸
備
線
、
木
次
線
、

福
塩
線
の
全
線
復
旧
は

１
年
以
上
先
と
し
、「
存

廃
は
地
元
自
治
体
と
の

協
議
次
第
」
と
表
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元

自
治
体
が
費
用
を
出
さ

な
け
れ
ば
復
旧
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
例

え
ば
、
今
回
大
き
な
被

害
を
受
け
不
通
に
な
っ

て
い
る
呉
線
は
広
島
と

呉
・
三
原
を
結
ぶ
重
要

な
路
線
（
山
陽
線
の
迂

回
路
）
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
広
島
支
社
は
、

被
災
当
初
、
都
市
部
の

呉
駅
ま
で
は
、
直
ち
に

代
替
バ
ス
を
走
ら
せ
ま

し
た
が
、
人
口
の
少
な

い
広
―
三
原
間
の
代
替

バ
ス
が
運
行
さ
れ
た
の

は
、
地
域
住
民
が
生
き

ん
が
た
め
の
怒
り
の
抗

議
を
Ｊ
Ｒ
に
集
中
し
て

　
被
災
地
で
は
、
Ｊ
Ｒ
・
自

治
体
・
教
育
・
郵
政
労
働
者

な
ど
を
先
頭
に
自
身
も
被
害

を
受
け
な
が
ら
仁
王
立
ち
で

地
域
住
民
と
団
結
し
、
復
旧

活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
行
政
は
こ
れ
ら
を

「
無
償
の
救
援
活
動
」
と
し
、

公
務
労
働
で
あ
る
こ
と
を
否

定
し
て
、
無
給
の
「
公
務
員

と
し
て
当
然
の
活
動
」
と
し

て
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

「
戦
場
で
の
動
員
」
の
論
理

で
あ
り
、
改
憲
攻
撃
そ
の
も

の
で
す
。

　
地
元
財
界
は
、
イ
ン
フ
ラ

崩
壊
で
生
産
活
動
が
停
止
し

た
こ
と
に
恐
怖
し
、
労
働
者

の
怒
り
が
無
策
の
資
本
家
に

向
か
わ
な
い
よ
う
に
、
マ
ツ

ダ
を
先
頭
に
企
業
単
位
で
労

働
組
合
を
巻
き
込
ん
で
支
援

金
を
募
っ
た
り
、
労
働
組
合

を
動
員
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
労
働
組
合
が
闘
わ
な
い
状

況
が
真
実
を
あ
い
ま
い
に

し
、
現
実
に
屈
服
し
、
生
き

て
い
け
な
い
現
実
を
生
み
だ

の
」
と
弾
劾
。「
①
道
新
幹
線
を
含
め
全
線
区
が

３
年
連
続
の
赤
字
。②
経
営
破
綻
の
根
本
原
因
は
、

過
疎
地
・
積
雪
寒
冷
地
で
の
公
共
鉄
道
単
独
維
持

が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
。
③
沿
線
住
民
の
切
り
捨

て
で
北
海
道
全
体
が
衰
退
し
て
い
く
」
と
分
析
。

　「
組
合
結
成
以
降
13
カ
月
の
運
休
本
数
は
、
車

両
・
設
備
の
老
朽
化
や
冬
期
輸
送
体
制
の
危
機
で

６
千
本
に
達
し
、
島
田
社
長
体
制
に
な
っ
て
も
石

勝
線
特
急
脱
線
炎
上
事
故
で
示
さ
れ
た
安
全
崩
壊

体
質
は
変
ら
な
い
」
と
弾
劾
。

　
運
動
方
針
で
は
、「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
労

働
者
の
誇
り
と
団
結
が
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
、
平
成

採
が
過
半
数
を
超
え
、
非
正
規
労
働
者
が
現
場
の

主
力
。
既
存
の
労
働
組
合
は
闘
え
な
い
。
動
労
千

葉
の
よ
う
に
、
正
規
・
非
正
規
の
団
結
し
た
闘
い

で
鉄
道
労
働
者
の
誇
り
と
団
結
を
奪
い
返
そ
う
」

と
訴
え
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！
の
新
た
な
闘

い
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
廃
線
断
固
反
対
！
を
掲
げ
、

全
道
の
労
働
者
・
市
民
へ
の
署
名
の
呼
び
か
け
と

動
労
総
連
合
・
北
海
道
の
組
織
化
に
邁
進
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。（
投
稿
Ｓ
）

　
動
労
総
連
権
・
北
海
道
は
７
月
22
日
、
第
２
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
副
委
員
長
の
成
田

昭
雄
さ
ん
の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
委
員
長
の

長
尾
信
一
さ
ん
が
「
労
働
者
は
正
し
い
主
張
に
必

ず
振
り
向
く
。
廃
線
問
題
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
を
闘
お
う
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　「
廃
線
反
対
を
労
働
組
合
か
ら
盛
り
上
げ
よ
う
」

「
廃
線
は
１
０
４
７
名
解
雇
と
一
体
。
国
鉄
分
割
・

民
営
化
反
対
を
貫
き
労
働
運
動
を
一
か
ら
作
り
直

そ
う
」
な
ど
、
札
幌
圏
連
帯
労
組
、
婦
人
民
主
ク

ラ
ブ
北
海
道
支
部
、
タ
ク
シ
ー
労
組
の
連
帯
の
表

明
を
受
け
、
動
労
総
連
合
１
０
４
７
協
議
会
と
共

に
闘
う
会
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る
村
山
良
三
さ
ん

か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　
基
調
提
起
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
つ
い
て
「
国

は
４
０
０
億
円
の
財
政
支
援
を
発
表
し
た
が
、
コ

ス
ト
削
減
や
不
採
算
路
線
の
切
り
捨
て
を
迫
る
も

選
の
焦
点
は
改
憲
問
題
だ
と
言
っ
て

い
ま
す
。
秋
の
臨
時
国
会
で
の
改
憲

発
議
を
絶
対
に
止
め
る
と
声
を
大
に

し
て
訴
え
て
闘
い
を
組
織
し
な
い
と

い
け
な
い
。

　
何
よ
り
労
働
運
動
の
危
機
を
打
破

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
組
合

が
潰
さ
れ
た
と
き
、
戦
争
が
現
実
化

す
る
。
歴
史
の
教
訓
で
す
。

　「
働
き
方
改
革
」
法
の
重
大
性
に

つ
い
て
訴
え
た
い
。「
解
雇
自
由
化
」

に
向
け
た
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

解
雇
金
銭
解
決
で
す
。
今
回
の
攻
撃

と
こ
れ
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
時
、
労

働
基
本
権
は
文
字
通
り
打
ち
砕
か
れ

る
。
そ
れ
は
改
憲
攻
撃
そ
の
も
の
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
労
働
組
合
を
内
部
か
ら
現
代
の
産

業
報
国
会
に
転
落
さ
せ
る
攻
撃
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
連
合
の
県
連
レ
ベ

ル
の
会
議
で
も
防
衛
産
業
の
組
合
の

役
員
が
「
こ
れ
か
ら
は
防
衛
産
業
を

も
っ
と
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
平
然
と
発
言
し
て
い
る
。

　
１
７
３
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
「
憲
法
９
条
２
項

削
除
、国
防
軍
の
新
設
」
と
い
う
「
国

の
基
本
問
題
に
関
す
る
方
針
」
を
９

月
大
会
で
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
で
も
、
さ
ら
に
重
大
な
攻
撃

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
２
月
中
旬
以

降
、
職
場
で
は
激
し
い
労
組
破
壊
攻

撃
が
吹
き
荒
れ
、
す
で
に
３
万
５
千

人
が
東
労
組
か
ら
脱
退
し
た
。
国
鉄

分
割
・
民
営
化
の
手
先
に
な
っ
た
労

働
組
合
す
ら
許
さ
な
い
攻
撃
で
す
。

　
行
き
着
く
先
は
、
日
教
組
、
自
治

労
な
ど
、
旧
総
評
系
の
労
組
を
解
体

一
掃
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が

改
憲
攻
撃
の
核
心
問
題
で
す
。
こ
う

し
た
攻
撃
に
職
場
か
ら
立
ち
向
か
う

も
の
を
つ
く
り
た
い
。

　

Ｊ
Ｒ
で
進
む
攻
撃

　
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
の
攻
撃
は
、
国
鉄

分
割
・
民
営
化
に
継
ぐ
歴
史
的
な
労

働
運
動
解
体
攻
撃
で
す
。
そ
れ
は
乗

務
員
勤
務
制
度
を
改
悪
し
、
鉄
道
業

務
を
全
部
バ
ラ
バ
ラ
に
分
社
化
し
、

労
働
者
ご
と
放
り
出
す
攻
撃
で
も
あ

り
、
地
方
を
切
り
捨
て
て
不
採
算
線

区
を
廃
線
化
し
て
い
く
攻
撃
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
戦
争
反

対
の
闘
い
と
一
つ
の
課
題
と
し
て
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
実
の
中
に

こ
そ
、
労
働
運
動
再
生
の
可
能
性
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
改
憲
・
戦
争
阻
止
闘
争
が
力
を
も

つ
に
は
、
職
場
・
地
域
か
ら
の
組
織

化
が
必
要
で
す
。
動
労
千
葉
は
、
Ｊ

Ｒ
の
廃
線
攻
撃
に
地
域
の
労
働
者
や

住
民
と
一
緒
に
闘
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
も
「
外
房
線
と
地
域
を
守
る

会
」
の
結
成
集
会
を
行
い
、
１
０
０

人
近
く
が
参
加
し
ま
し
た
。
９
割
が

地
元
の
方
で
す
。
会
の
代
表
に
な
っ

た
元
勝
浦
市
長
の
藤
平
さ
ん
は
、「
一

寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
」
を
行
動
原

理
に
し
よ
う
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

理
不
尽
に
切
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
地
方
に
も
五
分
の
魂
が
あ
る

ん
だ
と
い
う
激
し
い
怒
り
の
訴
え
で

す
。
戦
争
反
対
の
と
一
体
の
運
動
で

す
。
改
憲
阻
止
に
向
け
、
新
自
由
主

義
攻
撃
に
よ
っ
て
打
ち
砕
か
れ
続
け

て
き
た
怒
り
の
声
を
思
い
切
っ
て
組

織
す
る
。
そ
の
た
め
に
命
を
か
け
て

闘
い
ぬ
く
決
意
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

日
比
谷
に
結
集
を

　
今
年
の
11
月
労
働
者
集
会
は
、
昨

年
を
引
き
継
い
で
、
１
部
・
労
働
者

総
決
起
集
会
、
２
部
・
改
憲
阻
止
！

１
万
人
大
行
進
と
い
う
構
成
で
呼
び

か
け
た
い
。
安
倍
政
権
の
改
憲
発
議

を
止
め
る
た
め
に
８
～
９
月
を
闘

い
、
11
月
４
日
、
日
比
谷
野
音
に
結

集
し
、
労
働
者
総
決
起
集
会
、
改
憲
・

戦
争
阻
止
！
１
万
人
大
行
進
を
大
成

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

西
日
本

豪　

雨 

労
働
組
合
の
闘
い
が
状
況
を
変
え
る

災害責任を居直り「選択と集中」のＪＲ資本
労働者・住民は闘わなければ生きていけない

〝
解
雇
撤
回
・
廃
線
反
対
で
闘
う
〟

動
労
総
連
合
・
北
海
道
が
第
２
回
定
期
大
会

（
表
面
か
ら
の
続
き
）


